
【二〇三高竜】 (爾霊由)

旅願要塞守嫌のロシア軍は、第二田攻撃以後、防禦施設の新設 ・修復に大いに心血を注

いだ。とくに二〇三高地方面を重要視して防備を格段に強化した。十一月中旬の守備兵カ

は、兵員3万 7028名 、砲 638門 、機関銃 34種 などであったが、要塞内の糧食不足

は深刻で、退四回、わずかな馬肉が配給される状態だった。栄養障害による壊血病や病気

で倒れる者も多く、戦傷者の回復もはかどらなかった。

十一月二十三日午前十一時、乃木軍司令官は第二日総攻撃を命じた。主目標はあくまで

な轡山 ・二竜由 ・東鶏題山記の各塁塁であった。この要塞群を輸落させれば、旅順攻略は

容易であるという乃本軍司令官の信念は変わらなかった。

各師目は攻城砲兵の援護下に一斉に突撃を開始した。東鶏冠曲砲台中腹の散兵壕に突進

した第十一師団の志岐少佐率いる第十二連隊第二大隊は、散兵壕を占拠したものの凄まじ

いロシア軍の逆襲をうけて後退。その後、数度繰り返した突撃も待ち構えるロシア軍守備

隊に跳ね返されて、散兵壕の占拠はならなかった。

第一師団の渡辺大佐の率いる歩兵第二連隊 ・工兵第一大隊 ・砲兵一小隊 ・47ミ リ速射

砲 ・機関砲 5開 からなる部隊は、松樹山堡塁を攻撃。爆薬を堡塁に投入し、機関砲の援護

のなかを第一突撃隊が突入し、胸轄を登るや、第二突撃隊も突進した。その時、堡塁の咽

喉部に赤旗がひるがえり、それを含図に敵兵が姿を現わし、爆薬を投げつけて猛然と反撃

してきた。また、補子山 ・小条子曲や近辺の陣地から集中砲火をあび、死傷者が続出。な

おも新たな突撃隊を前進させたが、そのほとんどが死傷した。

松村第一部田長は 了第九師団が二竜山へ向かって前進を開始した。松樹山堡塁を射撃し

ている28セ ンチ程弾砲は、攻撃隊前進の時は射程を遠くすることになっている。したが

って突撃の遅延は許されない。全滅を態して一挙に堡塁内部へ突入せよ」と命じた。渡辺

大佐は再度の堡塁突入を決行したが、突撃部隊は各堡塁の銃砲火 ・守備隊の投げる手程弾

・爆葉によって前進ならず、もとの攻撃陣地に喜1き返した。

再度の攻撃の不成強を知った松村師団長は、三田目の突撃を命じた。しかし、これもロ

シア陣地からの猛烈な砲火 ・小銃 ・機関銃の射撃の前に屍の出を築いた。

●白繰酵の奇襲

乃木軍司令官は、二十六日午後五時、各師団の突撃がことごとく失敗し、一時占拠した

東鶏冠由砲台中腹の散兵壕までもロシア軍に奪還され、各方面の損害が甚大であることを

報された。この戦況を打開するには特別支隊 (3100名 )を 編成し、決死の一大夜襲を

行なうほかはないと決意。これが有名な〃白棒隊〃である。

白棒隊は夜八時五十分、松樹山砲台前の散兵壕へ猛然と突入し、守備兵と白兵戦を開始

する。たちまち壕の内外の地雷が爆発し、一面は硝煙と爆音に包まれた。ロシア兵は態勢

を立てなおして反撃した。だが、突撃隊の後続部隊は地雷 ・手相弾の爆発で前進できず、

突出した突撃隊は死傷者続出。やっと前進した後続部隊もロシア兵の猛射をあびて多くの

損害を出し、繰り返した突撃もついに効果はなかった。奇襲攻撃も成功を期待できず、乃

本軍司令官は二十七日午前二時三十分、特別支隊に退却を命じた。

同日、乃木軍司令官は攻城砲兵に砲撃の続行を命じた後、今後の作戦を検討。ついに要

塞正面攻撃を一時中止し、全力をもって爾霊山 (203高 地)を 奪って、旅頼港のロシア

憲隊を絶滅することを決断した。



爾霊山攻撃は攻城砲兵の 28セ ンチ糟弾砲の効果が著しかつた。正面防禦線の永久堡塁

とはちがって、急違構築したロシア軍陣地は28セ ンチ砲の巨弾によって、その大部分が

破壊された。日本軍はすべてを爾霊出へ向けた。ロシア軍も爾霊山の重要後を認め、守備

兵を増加 し、持てる火力を集中して待ち構えていた。

二十八日午前八時、第一師団右翼隊の後備歩兵第十五連隊香月中佐の第一 ・第二両大隊

は爾霊山へ向かって突撃 した。ロシア軍の猛反撃のなか、突撃隊は全力をふ りしばって突

進、ついに山頂西南部一帯を占拠 した。しかし、ロシア軍の増援隊が爾霊山南斜面を登っ

て山頂に到着、同時に付近の砲台 ・堡塁の砲火が出頂の日本軍に集中した。

日本軍は山頂から駆逐されてその屍を購した。香月中佐は再度、突撃を繰 り返し、なん

とか西南部の一角を奪い、ここに防察陣地の構築をはじめた。

爾霊曲出頂東北部へ突撃 した中央隊は不成功におわった。松村師団長は軍総予備隊の歩

兵第二十六連隊第二大隊を中央隊に加え、馬場少将にただちに突撃するよう命 じた。馬場

少将は歩兵第一連携 ・第ヤ五運隊第一 。第二中隊を加え、爾霊曲出頂東北部をめがけて突

進した。だが、ロシア軍の銃火と手檎弾で、突撃隊の全員が死傷という大損害をうけて失

敗した。

当時、爾霊山一帯のロシア軍は、 ト レチャヨフ大佐の率いる前進陣地守備隊で、爾霊山

には守備案 516名 、老虎溝出には守備兵 977名 がおかれていた。二十六日以降、日本

軍の攻撃が爾霊出に集中されると、ロシア軍北正面指揮官セ ミョノフ大後はことの重大性

をきとり、爾霊出とその付近へ増援軍を続々と送り込んだ。増援隊の到着で勢いを得たロ

シア軍は西南出頂一角を占拠 している日本軍に猛烈な逆襲をかけてきた。香月中佐の突撃

隊の第一線は金渡 したが、かろうじて陣地は死守した。

爾霊山の争奪に一進一逸を繰り広げる状況に、乃木軍司令官は軍総予備の第七部団を爾

霊山攻路に投入し、なお必要ならば第九、第十一師団からも二、三大隊を割いてこれにあ

てることを決意した。これは議州軍総司令官大山元帥の意向でもあり、乃木軍司令雷は二

十九日、第一、第七雨師圏長に伝えて、第七師団長大迫中将に統一指揮を命じた。

大迫中将は突撃を三十日午前十時と定め、各部隊に攻撃路の補強、前方の鉄条網の破壊

など突撃準備を進めた。三十日午前六時、28セ ンテ線弾砲陣地ほ爾霊山に向かって激烈

な砲撃を開始。野戦重砲連隊、各攻城砲兵もこれに続いて砲撃を始めた。火を吹く火砲の

数百三十門。爾霊出 ・老虎薄出は全山爆煙に包まれた。

十二月一日から四日にかけての調、爾霊山争奪をめぐって日露両軍は凄絶な死闘を繰り

広げた。日本軍は指揮をとる大隊長はじめ将校が次々と戦死、むろん兵士の死傷者もおび

ただしかった。五日、大迫師団長は爾霊山西南一部からの進出と、歩兵第二十五連隊隊長

渡辺大佐に東北部由頂方面の攻撃を厳命し、増援隊をつぎつぎと送って、ついに午後二時

二十分、東北山頂一帯の占領,こ成功した。しかし、ロシア軍は容易に退こうとせず、遊襲

に転じてきたが、渡辺大佐は新しく到着した増援隊の力をもって、山頂一帯を確保した。

その夜、ロシア革の逆襲に備えたが、その動きはなく、五日夜、爾霊山の大勢がきまる

とロシア軍の戦意は急に衰えを見せた。爾霊山 。老虎簿山 ・化頭溝山 ・三塁橋のロシア軍

守備隊は続々と要塞本陣へ退却し、六日午後には、これら要地を完全に占領し、ここに爾

霊山は陥落したのである。



窮三圏総攻撃 (11月 2

【日本軍夏

歩兵 58大 隊

鏑兵 5中 隣

工兵 17中 隊

野砲  180描

攻城穐 2 0 6Fl

その他火砲 40再

機関砲  73驚

約 6万 4000名

5032名

1万 6986名

6日 ～ 12月 6日 )

参BIl兵カ

戦闘総員

戦死者

戦揚者

【ロシア軍】

歩兵約 31大 隊

盛兵 ユ中隊

王兵 4中 隊

重砲  132門

軽砲  442P電

機関銃 34寵

約 3万 1700名

率死傷者 約 4000名

●爾霊由曲頂を占領すると同時に、旅順港内砲撃の準備に着手。観測所を設置して、港

内の旅願援隊へ砲撃を開始し、戦藤ペレスウェ ト、ボルタワなど旅順艦隊は日本軍砲撃の

鋼食とされ全滅じ走。以降、多大な犠牲を生ずる熊頼要塞の正顧携禦線せ強襲する必要喜ま

なく、余裕をもって攻撃準備を進めた。まず、第十一師団方面では、十二月十八日、これ

まできんざん音じめられた東鶏冠山北堡塁を占領。同じく二十八日、第九師団が難攻不落

の二竜曲堡塁を攻め続けて、翌日早朝、これも完全占領 した。

番シア軍は二竜曲塗墨縮諾で、まったく士気を失った。ステジセル中将載じめ旅額要塞

の首脳陣内ではまだ鱗築継続講が大勢を占めていたが、同二十一日、第一部団が松樹出堡

塁を占領し、それに連なる盤竜山砲台 ・望台 ・東鶏冠山砲台などの要地が次々と日本軍の

手に落ちると、ますがの翻将ステッセル中将も開城を決意せぎるを得なかった。

萌治二十八年一月一日、コシア軍雲横が乃本軍司令官売の書密を携えて、日本軍樺地を

誘れ、ここ喜こ旅頼要塞強開城となった。

●旅願第二麗総攻撃で、第七輝闘がもっとも死傷者を出した。 『戦役統計』によれば、

戦麗参競兵力 10408名 の内、戦死者 1142名 く対兵力沈 11%)、 死揚者 48上 3

名 (対兵力比46・ 2%)。 わずか 11日 関の戦闘被害である。なお、 『戦役統計』では

第二国総攻撃の戦闘参加兵力渡 51752名 、戦死者 2865名 (対兵力比 5・ 5%)と

なっている。参加兵力の 11%の 戦死は、その後の奉天会戦での第九師団戦死者の対兵カ

比の 10・ 3%よ りも高い。

●第十一部団の第一国～第二国旅順総攻撃における参加下士幕数と死傷者数.

動員完織時  12859名   100%

第一回  11200名    87%  死 傷 3847名 く戦死 1701)

第二回   8870名    69%  死 傷 1400名 【戦死 607)

第二田   7383名    57%  死 傷 2306名 (戦死 903)

第二理総攻撃では 6割 以下の戦力に落ちていた。その後、補充があって 71%ま で戻っ

たが、奉天会戦で死傷者 2755を 出し、 50%に 落ち込んだ。
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